
（生活・行政サービスの向上－３） 

 

巡回移動連絡車による行政サービスの取り組み 

（鹿児島県薩摩川内市） 

 

〔概 要〕 

  薩摩川内市は、全国的にも稀な外海離島（甑島）を含めて誕生した市で、特に下甑

地域では支所までの交通の便が悪く過疎と高齢化が進行している集落が点在している

状況にある。 

この点在する地域住民に対する行政サービスの向上は、従前から大きな課題であっ

た。そこで、平成２０年２月にこれらの問題を解決するため地区コミュニティセンタ

ー間を専用のネットワークで結び、通常窓口と同様のサービスを実現できる新たな巡

回移動連絡車を運用することとした。 

〔コラム〕 

甑島下甑地域では、従来から巡回移動連絡車による地域に出向いての証明交付事務の

サービスを行っていた。 

しかし、その方法は従来からのＦＡＸ送信によるデータ転送のため、証明書の印字が

不鮮明で、かつ支所職員の対応も必要でもあり、誤送信によるリスクなどもあった。 

 そこで、証明書自動交付機を導入したときの住基カードを利用したシステムに変更す

ることで、これらの問題点の解決と住民に対するサービスの向上になると考え計画した。 

これは、巡回移動連絡車と地区コミュニティセンター間を専用のネットワークで結ぶ

ことにより、車内で通常窓口と同様のサービスを実現するものである。 

具体的には、下甑地域の各地区のコミュニティセンター等５ヶ所に、専用端末とプリ

ンタを搭載した車が事前に計画された日程で定期巡回し、住民は、指定の時間帯に出向

くことにより車内で市役所の窓口と同様に端末を使い証明書発行を受けられるサービス

である。 

また、巡回移動連絡車からは無線 LAN で各地区のコミュニティセンターネットワーク

とアクセスすることにより、車載バッテリーからのインバータ電源供給と併せ、有線に

よるネットワークや電源供給が必要としない

システムで、操作性が高いものとなっている。 

戸籍謄本等の交付についても、平成２２年７

月に認容され現在、住民票の写し、印鑑証明書、

所得証明などとともに交付をしている。 

なお、このサービスは対象地区の高齢者を中

心に大変好評であり、今後は、同様の他地区コ

ミュニティセンター等にも導入できないか検

討している。 

 

〔制作費（内公的な補助額）〕 

【導入経費】 

○車両、備品一式・・・・・・・・・・・・・３，２４５，０００円 

自然豊かな甑島のナポレオン岩 



○ネットワーク、端末構築経費 一式・・・・２，０４５，４００円 

       合 計 ５，２９０，４００円 

（うち LASDEC 半額助成） 

【維持経費】 

○燃料代、整備費  (年間)・・・・・・・・・・・３４２，０００円 

○ネットワーク等保守経費（自動交付システムと共用のため費用の発生はない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

薩摩川内市役所 市民課 住民グループ 

TEL  代表 0996(23)5111 

E ﾒｰﾙ jumin@city.satsumasendai.lg.jp 

■下甑地域で導入した巡回移動

連絡車の外観 

■車内では、職員が専用端末と

プリンタを使って証明書を発行

巡回移動連絡車機器構成図


